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は
じ
め
に

『
大
正
名
器
鑑（

（
（

』
は
大
正
期
に
出
版
さ
れ
た
。
本
書
に
つ
い
て
、
編
者

で
あ
る
高
橋
義
雄
（
一
八
六
一
～
一
九
三
七
）
は
、
そ
の
編
纂
意
図
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る（

（
（

。

余
が
本
編
鑑
集
の
大
願
を
発
し
た
る
は
大
正
元
年
の
事
に
し
て
、
爾

来
之
を
実
現
す
る
方
法
を
講
究
し
つ
ゝ
あ
り
し
が
同
六
年
に
至
り
、

名
器
撮
影
及
び
彩
色
図
木
版
の
成
績
漸
我
が
所
期
に
達
せ
し
を
以

て
、
兹
に
其
説
明
記
述
の
様
式
を
定
め
、
愈
々
諸
家
の
名
器
拝
見
に

取
掛
り
し
に
、
一
時
に
多
種
類
を
網
羅
せ
ん
と
す
れ
ば
調
査
上
不
手

廻
り
を
生
じ
、
彼
此
互
に
混
雑
し
て
共
に
疎
漏
に
陥
る
べ
き
を
発
見

し
、
第
一
期
計
画
と
し
て
先
づ
茶
器
の
儀
表
た
る
茶
入
、
茶
碗
を
取

調
べ
、
全
力
を
此
二
種
類
に
集
中
す
る
の
得
策
な
る
を
悟
れ
り

本
書
に
つ
い
て
、
高
橋
義
雄
が
大
正
期
に
存
在
し
た
茶
道
具
の
う
ち
茶

入
と
茶
碗
の
名
器
を
実
見
し
て
、
そ
の
記
録
を
、
当
時
の
最
先
端
の
印
刷

技
術
に
よ
っ
て
図
鑑
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
個
人
が
秘

蔵
し
て
い
た
名
物
茶
道
具
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
実
物

写
真
を
掲
載
し
、
茶
道
具
の
銘
に
も
触
れ
て
、
そ
の
伝
来
な
ど
も
文
献
に

辿
る
こ
と
で
詳
細
に
記
録
す
る
な
ど
、
本
書
の
資
料
的
価
値
は
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。

小
稿
は
、『
大
正
名
器
鑑
』
を
用
い
て
、
茶
道
流
派
・
遠
州
流
茶
道
の

流
祖
で
あ
る
小
堀
政
一
（
一
五
七
九
～
一
六
四
七
）（
以
下
、
遠
州
と
称

す
）
が
記
し
た
歌
銘
茶
入
の
一
覧
を
作
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
歌
銘
と

は
、
和
歌
に
詠
ま
れ
た
詞
す
な
わ
ち
歌
語
を
銘
と
す
る
。
遠
州
が
茶
道
具

を
命
銘
す
る
に
あ
た
っ
て
、
和
歌
に
由
来
す
る
銘
、
す
な
わ
ち
歌
銘
を
好

ん
で
用
い
た
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。
遠
州
は
茶
道
の
み
で
な
く
、
和
歌
や

『
大
正
名
器
鑑
』
に
収
録
さ
れ
る
遠
州
命
銘
及
び
箱
書
付
歌
銘
茶
入
一
覧

　

藤
　
原
　
み
ず
き
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書
道
、
作
庭
な
ど
、
様
々
な
分
野
に
才
能
を
発
揮
し
て
お
り
、
遠
州
が
数

多
く
の
茶
道
具
に
歌
銘
を
記
し
た
こ
と
と
、
遠
州
が
和
歌
を
よ
く
し
た
こ

と
と
は
無
関
係
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
遠
州
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、

遠
州
そ
し
て
遠
州
以
後
遠
州
流
茶
道
に
お
い
て
、
歌
銘
を
考
察
す
る
こ
と

が
、
そ
の
美
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
た
。
な

お
、
歌
銘
を
持
つ
茶
道
具
の
古
い
例
と
し
て
は
、
茶
入
「
遅
桜
肩
衝（

（
（

」
が

知
ら
れ
て
い
る
。
茶
入
「
遅
桜
肩
衝
」
は
、
足
利
義
政
（
一
四
三
六
～

一
四
九
〇
）
が
『
金
葉
和
歌
集
』
に
入
集
す
る
「
夏
山
の
青
葉
ま
し
り
の

遅
桜
初
花
よ
り
も
め
つ
ら
し
き
哉
」
と
い
う
和
歌
を
典
拠
と
し
て
命
銘
し

た（
（
（

。
足
利
義
政
は
茶
入
「
遅
桜
肩
衝
」
を
命
銘
す
る
以
前
に
茶
入
「
初
花

肩
衝（

（
（

」
を
入
手
し
て
お
り
、「
初
花
肩
衝
」
よ
り
後
に
入
手
し
た
茶
入
の

「
め
づ
ら
し
き
」を
目
出
て「
遅
桜
」と
命
銘
し
た
の
だ
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

歌
銘
を
記
す
茶
道
具
は
、
千
利
休
（
一
五
二
二
～
一
五
九
一
）
に
よ
っ
て

命
銘
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、遠
州
以
前
に
も
存
在
は
し
て
い
た
。
し
か
し
、

遠
州
以
前
と
遠
州
以
後
を
比
べ
る
と
、
明
ら
か
に
遠
州
以
後
に
歌
銘
を
記

す
茶
道
具
が
増
加
す
る
。
つ
ま
り
遠
州
が
好
ん
で
歌
銘
を
記
し
た
こ
と
が

契
機
で
あ
っ
た
と
推
考
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
、
凡
例

一
、『
大
正
名
器
鑑
』
第
一
編
～
第
五
編
（
大
正
名
器
鑑
編
纂
所
、

一
八
六
三
～
一
九
二
六
年
）
に
収
録
さ
れ
る
茶
入
よ
り
、
遠
州
が
歌
銘

を
記
し
た
と
文
書
を
も
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
を
抄
出
し
た
。

一
、
引
用
に
際
し
て
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。

一
、箱
書
の
銘
お
よ
び
和
歌
の
書
付
の
表
記
は『
大
正
名
器
鑑
』に
従
っ
た
。

一
、一
覧
の
作
成
に
使
用
し
た
参
考
文
献
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・『
茶
器
名
物
図
彙（

（
（

』

　
（
草
間
直
方
『
茶
器
名
物
図
彙
』
上
・
中
、
文
彩
社
、
一
九
七
六
）

・『
宗
友
記（

（
（

』

　
（
小
堀
政
方『
宗
友
記
三
』、国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン　

https://dl.ndl.go.jp/pid/2561538 　

参
照
二
〇
二
三
年
二

月
二
日
）

・『
茶
器
弁
玉
集（

（
（

』

　
（「
茶
器
弁
玉
集
」『
陶
器
全
集
』
第
二
巻
、
思
文
閣
、
一
九
七
六
年
）

・『
万
宝
全
書
』
第
六
巻
「
和
漢
茶
入
名
物
記（

（
（

」

　
（『
古
今
和
漢/

万
寳
全
書
』、
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　

http://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/200000862/view
er/6　

参
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〈
漢
作
唐
物
茶
入
〉

〇
か
わ
づ
肩
衝　

八
幡
名
物　

内
箱
蓋
表
に
「
か
は
つ
」、
蓋
裏
に
「
新
古
今　

お
り
に
あ
へ
は
こ
れ

も
さ
す
か
に
あ
は
れ
也
小
田
の
か
は
つ
の
夕
く
れ
の
こ
ゑ
」と
書
付
あ
り
、

『
茶
器
名
器
図
彙
』
は
遠
州
筆
と
記
す
。

『
大
正
名
器
鑑
』
第
二
編

〈
漢
作
唐
物
文
琳
〉

〇
苫
屋
文
琳　

大
名
物

箱
蓋
表
に
「
御
茶
入　

笘
屋
文
琳
」
と
書
付
あ
り
。
銘
の
由
来
に
つ
い

て
、『
大
正
名
器
鑑
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

南
都
松
屋
源
三
郎
の
松
屋
筆
記
に
「
竹
中
采
女
所
持
の
文
琳
に
名
を

所
望
に
て
、
と
ま
や
と
遠
州
付
け
候
、
景
は
な
き
壺
な
り
、
定
家
の

歌
に
て
、

見
渡
せ
ば
花
も
紅
葉
も
な
か
り
け
り
浦
の
と
ま
や
の
秋
の
夕
く
れ

と
あ
り
。
以
て
其
名
称
の
由
来
を
知
る
べ
し
。

『
茶
器
名
物
図
彙
』
に
よ
る
と
、
笘
屋
文
琳
と
い
う
茶
入
に
は
、
蓋
表

に
「
夕
暮
」、
蓋
裏
に
「
さ
ひ
し
さ
に
宿
を
立
出
て
な
か
む
れ
は
」
と
書

付
の
あ
る
箱
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
「
利
休
所
持
後

遠
州
公
夕
暮
と
名
付
本
田
能
登
守
へ
渡
り
其
後
笘
屋
と
呼
」
と
も
記
す
。

照
二
〇
二
三
年
二
月
二
日
）

・『
茶
器
目
利
聞
書（
（1
（

』

　
（『
茶
器
目
利
聞
書
』、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

https://dl.ndl.go.jp/pid/2538400 　

参
照
二
〇
二
三
年
二
月
二

日
）

・『
名
物
目
利
聞
書（
（1
（

』

　
（『
名
物
目
利
聞
書
』、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

　

https://dl.ndl.go.jp/pid/2538404 　

参
照
二
〇
二
三
年
二
月
二

日
）

・『
本
朝
陶
器
考
証（
（1
（

』

　
（
金
森
得
水
著
、
堀
田
松
三
郎
校
訂
『
本
朝
陶
器
考
証
』
艸
書
房
、

一
九
三
四
年
）

・『
銘
物
集（
（1
（

』

　
（
東
京
国
立
博
物
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
《
銘
物
集
》

　

https://w
ebarchives.tnm

.jp/dlib/detail/3890　

参
照
二
〇
二
三

　

年
二
月
二
日
）

二
、
遠
州
命
銘
及
び
箱
書
付
歌
銘
茶
入
一
覧

『
大
正
名
器
鑑
』
第
一
編
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『
大
正
名
器
鑑
』
に
掲
載
さ
れ
る
笘
屋
文
琳
と
同
一
の
茶
入
で
は
な
い
可

能
性
も
あ
る
が
、『
茶
器
名
物
図
彙
』
の
記
述
に
よ
る
と
、
こ
の
茶
入
は

初
め
遠
州
に
よ
っ
て
「
さ
ひ
し
さ
に
」
の
和
歌
よ
り
夕
暮
と
命
銘
さ
れ
、

の
ち
に
同
じ
く
夕
暮
を
詠
ん
だ
「
見
渡
せ
ば
」
の
和
歌
を
由
来
と
し
て
、

笘
屋
と
い
う
銘
を
得
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

〇
吹
上
文
琳　

中
興
名
物

内
箱
蓋
表
に
「
吹
上
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆
と
記
す
。
銘
の
由
来
に

つ
い
て
『
宗
友
記
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

一
吹
上

　

唐
物
ノ
ウ
ツ
ラ
フ
也
小
肩
衝
共
イ
フ
ヘ
キ
モ
ノ
カ

　
　

�

秋
風
ノ
吹
上
ニ
タ
テ
ル
白
キ
ク
ハ
ソ
レ
カ
ア
ラ
ヌ
カ
ナ
ミ
ノ
ヨ

ス
ル
カ

〈
漢
作
唐
物
瓢
箪
〉

〇
玉
津
島

挽
家
蓋
に
「
玉
津
島
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆
と
記
す
。
銘
の
由
来
に

つ
い
て
、『
大
正
名
器
鑑
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

此
茶
入
を
玉
津
島
と
銘
し
た
る
は
、
箱
書
付
の
筆
者
小
堀
遠
州
な
る

べ
し
。
而
し
て
袋
箱
の
蓋
裏
に
片
桐
石
州
筆
に
て
天
下
六
瓢
箪
の
名

と
和
歌
の
浦
に
又
も
ひ
ろ
は
ゝ
玉
津
島
お
な
し
光
の
數
に
も
ら
す
な

の
歌
を
書
付
け
た
り
。

〈
漢
作
唐
物
大
海
〉

〇
山
桜
大
海　

大
名
物

挽
家
蓋
に
「
山
桜
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆
と
記
す
。
ま
た
銘
の
由
来

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

古
今
名
物
類
集
に
『
遅
か
り
し
恨
も
今
は
山
さ
く
ら
花
な
き
頃
の
は

な
に
向
ひ
て
』

此
歌
の
意
に
よ
り
て
、
昔
よ
り
山
櫻
と
申
候
由
、
惣
体
茶
入
の
出

来
遅
櫻
同
前
故
に
候
哉

と
あ
り
。
右
歌
の
作
者
は
、
藤
原
為
尹
卿
な
り
。

〇
八
重
櫻
大
海　

内
箱
蓋
裏
金
地
色
紙
の
中
張
紙
に
「
八
重
櫻
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆

と
記
す
。
銘
の
由
来
に
つ
い
て
、『
宗
友
記
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

一
八
重
桜

此
大
海
南
都
ゟ
出
タ
ル
ヨ
シ

イ
ニ
シ
ヘ
ノ
ナ
ラ
ノ
都
ノ
八
重
桜
キ
ヤ
ウ
コ
ヽ
ノ
へ
ニ
匂
ヒ
ヌ　



41

ル
カ
ナ

な
お
、古
瀬
戸
茶
入
に
も
「
八
重
櫻
大
海
」
と
い
う
茶
入
が
存
在
す
る
が
、

『
宗
友
記
』が
ど
ち
ら
の
茶
入
を
示
す
か
は
不
明
で
あ
る
。『
大
正
名
器
鑑
』

は
「
其
名
称
の
由
来
は
同
一
な
る
べ
し
」
と
記
す
。

『
大
正
名
器
鑑
』
第
三
編

〈
古
瀬
戸
之
部
肩
衝
〉

〇
可
中　

中
興
名
物

内
箱
蓋
表
に
「
可
中
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆
と
記
す
。
銘
の
由
来
に

つ
い
て
、『
茶
器
目
利
聞
書
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

可
中
遠
州
公
御
持
所
薄
作
出
来
至
極
フ
ク
レ
一
ツ
有
に
依
而
ヤ
マ
イ

葉
ト
云
是
レ
ニ
而
道
具
之
キ
ツ
ニ
成
ル
故
可
中
ト
書
ケ
ハ
フ
ラ
ハ
ト

ヨ
マ
セ
ル

可
中
に
と
ふ
人
あ
ら
は
須
磨
の
津
に
も
し
ほ
た
れ
つ
ゝ
詫
こ
た
ゑ
ん

〇
釣
舟　

中
興
名
物　

挽
家
蓋
表
に
「
釣
舟
」、
内
箱
蓋
表
に
「
釣
舟
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州

筆
と
記
す
。
銘
の
由
来
に
つ
い
て
、『
宗
友
記
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

一
釣
舟

此
器
物
藤
堂
大
学
頭
高
次
公
之
御
家
ニ
八
十
嶋
勘
兵
衛
ト
云
者
所

持
タ
リ
シ
ヲ
甫
公
求
得
セ
サ
セ
ラ
レ
古
歌
ヲ
以
被
称

和
田
ノ
原
八
十
嶋
カ
ケ
テ
コ
キ
出
ヌ
ト
人
ニ
ハ
ツ
ケ
ヨ
ア
マ
ノ

ツ
リ
舟

〇
浅
茅
肩
衝　

大
名
物

挽
家
蓋
表
に
「
浅
茅
」、
胴
に
「
色
か
は
る
野
邊
の
あ
さ
ち
に
を
く
露

を
す
え
葉
に
か
け
て
秋
風
そ
ふ
く
」、内
箱
蓋
表
に
「
浅
茅
」
と
書
付
あ
り
。

『
茶
器
名
物
図
彙
』
に
遠
州
筆
と
記
さ
れ
る
。

〇
淺
野
肩
衝　

中
興
名
物

遠
州
筆
の
添
掛
物
に
、
銘
の
由
来
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

昔
年
淺
野
氏
三
人
シ
テ
所
持
し
て
侍
り
け
る

よ
り
て
一
器
の
為
名
ト

　
　
　
　

淡
路
國
淺
野
を
よ
め
る
歌
に

　
　

い
か
に
せ
む
志
の
ふ
と
す
れ
と
な
に
た
て
ゝ

　
　

あ
さ
の
ゝ
き
ゝ
す
か
く
れ
な
き
身
を

　
　

雉
子
な
ら
ね
と
こ
の
う
つ
は
も
の
も

　
　

淺
野
の
な
に
た
て
る
に
や

　
　
　
　

正
則
公
お
ほ
せ
い
な
ひ
か
た
く
て

　
　
　
　

筆
を
取
な
る
へ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
甫
（
花
押
）
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〈
古
瀬
戸
之
部
文
琳
〉

〇
霜
夜
文
琳　

中
興
名
物

挽
家
蓋
に
「
霧
夜
」、内
箱
蓋
表
に
「
霧
夜　

文
琳
」
と
書
付
あ
り
。『
茶

器
名
物
図
彙
』
は
遠
州
筆
と
記
す
。
ま
た
『
茶
器
名
物
図
彙
』
は
銘
の
由

来
を
記
し
た
「
宗
甫
筆
掛
物
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

霧
夜
さ
ゝ
の
葉
に　

似
た
る
薬
に
や

古
人
之
歌

さ
か
し
ら
に
夏
ハ
人
ま
ね
さ
ゝ
の
葉
の
さ
や
く
霧
夜
を
わ
か
ひ
と

り
ぬ
る

な
お
『
大
正
名
器
鑑
』
に
よ
る
と
、
こ
の
遠
州
筆
の
掛
物
は
「
江
戸
火

災
の
為
め
焼
失
せ
る
を
以
て
、
今
は
酒
井
又
次
郎
の
写
し
を
添
ふ
の
み
」

と
あ
る
。

〇
藻
塩
文
琳　

中
興
名
物

挽
家
胴
に
「
も
し
ほ
」、
内
箱
表
に
「
古
瀬
戸　

文
琳
」
と
書
付
あ
り
、

遠
州
筆
と
記
す
。
ま
た
銘
の
由
来
に
つ
い
て
、『
大
正
名
器
鑑
』
は
次
の

よ
う
に
記
す
。

茶
入
の
打
ち
侘
び
た
る
様
を
、
藻
塩
た
れ
つ
ゝ
の
古
歌
に
寄
せ
て
小

堀
遠
州
の
命
銘
な
り
。

〈
古
瀬
戸
之
部
丸
壺
〉

〇
相
坂
丸
壺　

中
興
名
物

挽
家
蓋
に
「
相
坂
」、内
箱
に
「
相
坂
」
と
書
付
あ
り
、遠
州
筆
と
記
す
。

銘
の
由
来
に
つ
い
て
、江
月
和
尚
筆
の
添
掛
物
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

相
坂
之
記

孤
篷
庵
主
一
日
袖
二
小
壺
一
来
賜
二
一
碗
茶
一
之
次
、
告
レ
予
云
、
此
小

壺
元
来
無
レ
名
如
何
目
焉
矣
、
於
レ
于
レ
玆
有
下
傍
人
不
意
吟
二
古
歌
一

者
上

　
　
　
　

相
坂
の
あ
ら
し
の
風
は
寒
け
れ
と
行
衛
し
ら
ね
は
侘
つ
ゝ
そ
ぬ
る

庵
主
聴
二
此
一
吟
一
、
卒
目
二
相
坂
一
、
予
曰
、
何
為
然
也
。

庵
主
云
、
臨
江
斎
山
居
之
時
、
以
二
右
之
古
歌
一
重
而
詠

　
　

あ
ふ
坂
の
嵐
の
風
を
侘
て
ね
し
人
の
こ
ゝ
ろ
そ
お
も
ひ
や
ら

る
ゝ

玩
弄
小
壺
一
底
、
同
下
如
二
這
歌
一
者
上
乎
、
予
曰
、
諾
々
、
是
故
便

見
レ
需
レ
着
二
一
語
一
、
遮
裏
無
二
隻
字
一
、
依
二
什
麽
一
銘
レ
之
矣
雖
レ

然
二
如
斯
庵
主
一
者
、
予
二
十
余
年
之
旧
識
也
、
難
レ
忘
二
厥
親
一
、
戯

賦
二
一
偈
一
露
二
醜
拙
一
云
。

　

柴
扉
獨
閉
去
何
之　

紙
被
遮
レ　

寒
楽
二
此
涯
一

　

昨
日
非
兮
今
日
是　

明
朝
難　

易
有
二
誰
知
一

　
　

元
和
三　

丁
巳　

臘
月　

日　
　
　
　
　

江
月
叟
宗
玩
書
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〈
古
瀬
戸
之
部
尻
膨
〉

〇
伊
代
簾　

中
興
名
物

内
箱
蓋
表
に
「
伊
豫
簾
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆
と
記
す
。
銘
の
由
来

に
つ
い
て
、
小
堀
権
十
郎
筆
の
添
掛
物
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

昔
年
亡
父
孤
篷
庵
主
、
小
壺
を
も
と
め
、
伊
よ
す
た
れ
と
名
付
、
其

か
た
ち
、
た
と
へ
ば
あ
み
笠
と
い
ふ
物
に
似
て
、
物
ふ
り
て
わ
び
し
、

是
故
に
古
歌
を
以
て

　
　

�

あ
ふ
こ
と
は
ま
は
ら
に
あ
め
る
伊
よ
す
た
れ
い
よ
〳
〵
我
を
わ

ひ
さ
す
る
か
な

我
お
ろ
か
な
る
な
が
め
に
も
、
こ
れ
を
お
も
ふ
に
、
忽
然
と
し
て
侘

し
き
す
が
た
あ
り
、
又
寂
寞
た
り
、
ま
こ
と
な
る
か
な
、
靑
苔
日
々

に
あ
つ
く
と
あ
る
も
し
か
り
、
年
月
を
ふ
る
と
い
へ
ど
も
、
事
と
ふ

人
も
な
く
、
安
閑
の
境
界
は
却
而
楽
を
ま
ね
き
、
富
貴
を
ね
が
は
ず
、

我
ま
ど
は
ぬ
年
を
こ
そ
、
秋
の
夜
の
な
が
き
に
、
老
の
ね
ざ
め
の
つ

れ
〳
〵
に
お
も
ひ
出
し
て
し
る
し
侍
る
。

〈
古
瀬
戸
之
部
大
海
〉

〇
八
重
桜
大
海　

中
興
名
物

内
箱
蓋
表
に
「
八
重
櫻
大
海
」
と
書
付
あ
り
、
小
堀
宗
中
筆
の
添
書
付

に
「
之
五
字　

宗
甫
筆
」
と
記
さ
れ
る
。
銘
の
由
来
に
つ
い
て
、『
大
正

名
器
鑑
』
は
漢
作
唐
物
茶
入
「
八
重
桜
大
海
」
と
同
一
と
す
る
。

〈
春
慶
之
部
朝
日
〉

〇
中
路　

内
箱
蓋
表
に
「
中
路
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆
と
記
す
。
ま
た
蓋
裏
に

は
「
い
そ
の
か
ミ
布
留
の
中
道
な
か
〳
〵
に
見
す
は
恋
し
と
思
ハ
ま
し
や

は
」
と
書
付
あ
り
、
中
院
通
茂
筆
と
記
す
。
遠
州
、
中
院
通
茂
ど
ち
ら
に

よ
る
命
銘
か
は
不
明
で
あ
る
。

『
大
正
名
器
鑑
』
第
四
編
上

〈
真
中
古
之
部
野
田
手
〉

〇
面
影　

中
興
名
物

挽
家
蓋
に
「
面
影
」、
胴
に
「
人
は
い
さ
思
ひ
や
す
ら
む
玉
か
つ
ら
お

も
か
け
に
の
ミ
い
と
ゝ
見
へ
つ
ゝ
」
と
書
付
あ
り
。
ま
た
内
箱
蓋
に
「
野

田
之　

面
影
」
と
あ
り
、『
茶
器
名
物
図
彙
』
は
い
ず
れ
も
遠
州
筆
と
記
す
。

〇
猿
若　

中
興
名
物

内
箱
蓋
表
に
「
猿
若
」、
胴
に
「
道
閑
老
ま
い
る　

小
遠
江
守
」
と
書

付
あ
り
、『
茶
器
名
物
図
彙
』
は
遠
州
筆
と
記
す
。
ま
た
添
短
冊
に
「
と
ゝ

め
さ
る
わ
か
れ
よ
君
の
そ
て
の
う
ち
に
我
た
ま
し
ひ
を
い
れ
て
こ
そ
や
れ　
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宗
甫
」
と
あ
る
。
銘
の
由
来
に
つ
い
て
、
添
書
付
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

元
清
水
道
閑
の
所
持
な
り
、
道
閑
は
渋
紙
庵
と
号
す
、
真
名
宗
怡
、

世
に
風
呂
道
閑
、
又
古
道
閑
と
云
ふ
、
洛
陽
の
人
、
古
田
織
部
の
門

な
り
。
伊
達
政
宗
の
茶
道
た
り
、五
百
石
を
賜
ふ
。
奥
州
に
下
る
を
、

小
堀
遠
州
深
く
別
を
惜
み
、
伏
見
に
て
茶
入
を
贈
る
時
、
餞
別
と
し

て
左
の
一
首
を
贈
る
。

　
　
　
　

と
ゝ
め
さ
る
わ
か
れ
よ
君
の
か
そ
て
の
う
ち
に

　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
た
ま
し
ひ
を
入
れ
て
こ
そ
や
れ　

宗
甫

依
て
猿
若
と
称
す
。

〇
宮
城
野　

中
興
名
物

挽
家
蓋
に
「
宮
城
野
」、
内
箱
蓋
表
に
「
宮
城
野
」、
胴
に
「
様
〳
〵
に

心
そ
と
ま
る
宮
城
野
の
花
の
色
〳
〵
む
し
の
聲
〳
〵
」
と
書
付
あ
り
。
い

ず
れ
も
遠
州
筆
と
記
す
。
ま
た
銘
の
由
来
に
つ
い
て
、『
本
朝
陶
器
考
証
』

は
次
の
よ
う
に
記
す
。

宮
城
野　

同
上　

千
載
・
秋
上
・
源
俊
頼

さ
ま
さ
ま
に
心
ぞ
と
ま
る
宮
城
野
の
花
の
い
ろ
い
ろ
虫
の
聲
声

〇
山
櫻　

中
興
名
物

内
箱
表
に
「
山
櫻
」、
裏
に
「
や
ま
た
か
み
ひ
と
も
す
ゝ
め
ぬ
櫻
花
い

た
く
な
侘
そ
我
見
は
や
さ
む
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆
と
記
す
。

〈
真
中
古
之
部
橋
姫
手
〉

〇
橋
姫　

中
興
名
物

内
箱
蓋
表
に
「
橋
姫
」
と
あ
る
が
、
遠
州
筆
か
は
不
明
で
あ
る
。
銘
の

由
来
に
つ
い
て
、『
茶
器
名
物
図
彙
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

是
ハ
あ
る
人
求
メ
出
し
遠
州
公
へ
見
せ
申
度
人
を
以
て
申
入
け
れ
と

も
遠
州
公
其
時
在
京
に
て
無
是
非
帰
り
を
待
て
見
せ
申
銘
を
乞
ひ
け

れ
ハ
賞
美
の
う
へ
わ
れ
を
ま
つ
ら
ん
と
の
心
に
て
橋
姫
と
号
く
さ
む

し
ろ
に
衣
か
た
し
く
こ
よ
ひ
も
や
我
を
待
ら
ん
う
ち
の
は
し
姫
此
手

之
茶
入
を
は
し
姫
手
と
い
ふ

〈
真
中
古
之
部
思
河
手
〉

〇
思
河　

中
興
名
物

挽
家
蓋
に
「
思
河
」、
内
箱
蓋
表
に
「
思
河
」、
蓋
裏
に
「
思
河　

款
冬

の
は
な
に
せ
か
る
ゝ
お
も
ひ
河
色
の
千
入
は
下
に
そ
め
つ
ゝ
」
と
書
付
あ

り
、
遠
州
筆
と
記
す
。
ま
た
銘
の
由
来
に
つ
い
て
、『
名
器
名
物
図
彙
』

は
次
の
よ
う
に
記
す
。

是
ハ
黄
薬
も
あ
り
て
惣
体
出
来
う
る
ハ
し
く
藤
四
郎
作
に
ハ
珍
ら
し
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と
て
山
吹
の
花
に
せ
か
る
ゝ
思
ひ
川
色
の
千
入
ハ
下
に
そ
め
ツ
ヽ
此

歌
に
よ
り
号
く

〈
真
中
古
之
部
大
瓶
手
〉

〇
常
夏　

中
興
名
物

挽
家
蓋
に
「
常
夏
」、
内
箱
蓋
表
に
「
常
夏
」、
蓋
裏
に
「
た
し
む
へ
き

と
な
り
も
志
ら
ぬ
庭
の
面
や
ひ
と
り
の
た
め
の
と
こ
な
つ
の
花
」
と
書
付

あ
り
。
書
付
は
い
ず
れ
も
小
堀
十
左
衛
門
筆
と
記
さ
れ
る
が
、『
名
物
目

利
聞
書
』
に
は
「
宗
甫
名
」
と
あ
り
、遠
州
に
よ
る
命
銘
と
確
認
で
き
る
。

〈
真
中
古
之
部
大
覚
寺
手
〉

〇
泡
沫　

中
興
名
物

内
箱
蓋
に
「
泡
沫
」
と
書
付
あ
り
、
旡
上
覚
院
筆
と
記
す
。
外
箱
の
書

付
に
よ
る
と
「
宗
甫
筆
跡
之
箱
文
政
癸
未
冬
罹
祝
融
炎
仍
補
書
之
」
と
あ

り
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
火
災
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
箱
に
、
遠
州

に
よ
る
書
付
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
銘
の
由
来
に
つ
い
て
、
添
書
付
の

包
紙
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

御
類
焼
御
箱
筥
書
付
小
堀
遠
江
守

　
　
　
　

後
選
集
ニ

　
　
　

思
川
た
え
す
な
か
る
ゝ
水
の
あ
わ
の

　
　

う
た
か
た
人
に
あ
は
て
き
え
め
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
甫

〈
真
中
古
之
部
藤
四
郎
〉

〇
木
の
本　

中
興
名
物

挽
家
胴
に
「
木
の
本
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆
と
記
す
。
銘
の
由
来
に

つ
い
て
、『
大
正
名
器
鑑
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

小
堀
遠
州
の
物
数
寄
に
て

　
　
　
　

�

花
の
春
紅
葉
の
秋
に
あ
ら
ぬ
ま
も
た
ゝ
に
は
見
え
ぬ
木
の
本
そ

こ
れ

の
古
歌
に
思
ひ
寄
せ
た
る
命
名
な
り
。

ま
た
内
箱
蓋
裏
に
、
松
平
武
雅
に
よ
る
銘
の
由
来
と
な
っ
た
和
歌
の
書
付

が
あ
る
。

〈
真
中
古
之
部
柳
藤
四
郎
〉

〇
清
水　

中
興
名
物

挽
家
蓋
に
「
清
水
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆
と
記
す
。
ま
た
銘
の
由
来

に
つ
い
て
、『
万
宝
全
書
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

柳
手　

此
根
元
ハ
遠
州
公
関
東
に
く
だ
り
給
ふ
折
ふ
し
小
家
の
棚
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の
は
し
に
有
を
見
給
ひ
今
し
バ
し
と
て
駕
籠
を
留
て
も
と
め
給
へ

り
道
の
べ
に
清
水
渡
る
ゝ
柳
陰
し
ハ
し
と
て
社
立
留
り
つ
れ

此
歌
の
心
を
も
つ
て
名
付
給
ふ
と
也

〈
藤
四
郎
春
慶
之
部
〉

〇
雪
柳　

中
興
名
物　

挽
家
蓋
に
「
雪
柳
」、
内
箱
蓋
表
に
「
雪
柳
」、
蓋
裏
に
「
か
つ
ら
き
や

春
の
ミ
ゆ
き
の
ふ
る
柳
よ
そ
め
は
お
つ
る
瀧
の
し
ら
い
と
」と
書
付
あ
る
。

い
ず
れ
も
「
筆
者
未
詳
」
と
記
す
が
、『
茶
器
弁
玉
集
』
に
は
遠
州
の
命

銘
と
あ
る
。
次
に
引
用
す
る
。

雪
柳
春
慶
ハ
遠
州
家
来
村
瀬
氏
所
持
ノ
茶
入
也
柳
ノ
枝
ニ
雪
降
積
ニ

似
タ
レ
ハ
ト
テ
政
一
朝
臣
古
歌
ヲ
引
名
付
玉
フ
ト
ナ
リ

　
　
　
　

�

カ
ツ
ラ
キ
ト
云
五
文
字
ニ
テ
柳
ニ
雪
ヲ
ム
ス
ヒ
タ
ル
古
歌
也
失

念

『
大
正
名
器
鑑
』
第
四
編
下

〈
金
華
山
之
部
飛
鳥
川
手
〉

〇
飛
鳥
川　

中
興
名
物

挽
家
蓋
に
「
飛
鳥
川
」、
胴
に
「
き
の
ふ
と
い
ひ
け
ふ
と
く
ら
し
て
あ

す
か
川
な
か
れ
て
早
き
月
日
な
り
け
り
」、
内
箱
蓋
に
「
飛
鳥
川
」
と
書

付
あ
り
、
遠
州
筆
と
記
す
。
銘
の
由
来
に
つ
い
て
、『
茶
器
名
物
図
彙
』

は
次
の
よ
う
に
記
す
。

是
ハ
遠
州
公
和
泉
之
堺
に
て
初
め
て
見
給
ふ
此
時
ハ
い
ま
た
茶
入
わ

か
く
見
へ
其
後
伏
見
に
て
見
給
ふ
時
ハ
誠
に
年
も
過
行
は
か
り
に
ふ

る
く
見
へ
依
之
流
れ
て
は
や
き
月
日
な
り
け
り
と
い
ふ
古
歌
を
引
き

て
賞
美
せ
ら
れ
飛
鳥
川
と
号
け
ら
る

〈
金
華
山
之
部
玉
柏
手
〉

〇
玉
柏

挽
家
胴
に「
玉
柏
」、内
箱
蓋
に「
玉
柏
」と
書
付
あ
り
、遠
州
筆
と
記
す
。

銘
の
由
来
に
つ
い
て
、『
茶
器
名
物
図
彙
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

是
ハ
遠
州
公
秘
蔵
之
茶
入
に
て
元
来
ハ
な
ら
や
弥
兵
衛
と
い
ふ
も
の

大
阪
に
て
取
り
出
せ
り
難
波
に
て
得
た
り
と
て
玉
柏
と
号
け
ら
る
尤

靑
江
よ
く
似
て
胴
ニ
砂
石
あ
り
依
之
旁
々
玉
柏
と
名
ツ
ク
難
波
江
の

も
に
う
つ
も
る
ゝ
玉
か
し
ハ
あ
ら
ハ
れ
て
の
ミ
人
を
恋
め
や
此
歌
引

き
給
ふ
是
を
ホ
ン
カ
と
し
て
此
手
を
玉
柏
手
と
い
ふ

ま
た
小
堀
宗
中
筆
の
添
書
付
に
も
、
銘
の
由
来
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記

さ
れ
る
。

千
載
和
歌
集　

巻
十
一
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戀
歌
一

堀
河
院
の
御
時
百
首
の
う
た
た
て
ま
つ
り
け
る
時

初
戀
の
こ
ゝ
ろ
を
よ
め
る

難
波
江
の
藻
に
う
つ
も
る
ゝ
玉
柏
あ
ら
は
れ
て
た
に
人
を
戀
ひ

は
や

右
玉
柏
引
歌
之
正
歌
に
御
座
候

〇
常
盤　

中
興
名
物

内
箱
蓋
表
に
「
常
盤
」、
蓋
裏
に
「
常
磐
な
る
松
乃
み
と
り
も
春
く
れ

は
い
ま
ひ
と
し
ほ
の
色
増
り
け
り
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆
と
記
す
。
銘

の
由
来
に
つ
い
て
、『
本
朝
陶
器
考
証
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

常
盤　

今
古
・
春
上
・
源
む
ね
ゆ
き

常
盤
な
る
松
の
み
と
り
も
春
く
れ
は
今
ひ
と
し
ほ
の
色
ま
さ
り
け
り

此
茶
入
年
々
ふ
る
く
な
る
に
し
た
が
ひ
色
ま
さ
る
と
言
事
の
よ
し

〇
村
雨　

中
興
名
物

挽
家
胴
に
「
村
雨
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆
と
記
す
。
銘
の
由
来
に
つ

い
て
、『
大
正
名
器
鑑
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

遠
州
公
十
八
品
御
選
と
い
ふ
書
に
「
か
な
け
薬
下
よ
り
の
ぼ
る
の
心

に
て
村
雨
と
付
け
た
り
」
と
あ
り
、
即
ち
寂
蓮
法
師
の

　

村
雨
の
露
も
ま
た
乾
ぬ
槙
の
葉
に
霧
た
ち
の
ほ
る
秋
の
夕
く
れ

の
歌
意
に
由
り
て
、
之
を
村
雨
と
名
け
挽
家
の
胴
に
槙
の
立
木
を
沈

金
彫
に
し
た
る
は
、
皆
な
小
堀
遠
州
の
物
数
寄
な
り
。

ま
た
内
箱
蓋
表
に
は
小
堀
十
左
衛
門
に
よ
る
「
村
雨
」
の
書
付
が
あ
る
。

〇
玉
藻

挽
家
蓋
に
「
玉
藻
」、
内
箱
蓋
表
に
「
た
ま
も
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州

筆
と
記
す
。
銘
の
由
来
に
つ
い
て
、
添
書
付
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

金
花
山
窯
玉
柏
玉
藻
茶
入
引
歌

難
波
江
の
藻
に
埋
る
ゝ
玉
柏
あ
ら
は
れ
て
の
み
人
を
こ
ひ
は
や

〇
増
鏡　

中
興
名
物

挽
家
蓋
に
「
増
鏡
」、
内
箱
蓋
表
に
「
増
鏡
」、
蓋
裏
に
「
ま
す
鏡
手
に

取
持
て
朝
〳
〵
な
く
ミ
れ
と
も
君
に
あ
く
時
そ
な
き
」
と
書
付
あ
り
、
遠

州
筆
と
記
す
。

〈
金
華
山
之
部
瀧
浪
手
〉

〇
志
賀　

中
興
名
物

挽
家
蓋
に
「
志
賀
」、
胴
に
「
み
せ
は
や
な
志
賀
の
か
ら
さ
き
麓
な
る

な
か
ら
の
山
の
は
る
の
け
し
き
を
」、内
箱
蓋
表
に
「
志
賀
」
と
書
付
あ
り
、
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遠
州
筆
と
記
す
。
銘
の
由
来
に
つ
い
て
、『
大
正
名
器
鑑
』
は
次
の
よ
う

に
記
す
。

新
古
今
集
雑
上
、
春
の
頃
大
乗
院
よ
り
人
に
遣
し
け
る
、
前
大
僧
正

慈
円

　
　

�

見
せ
は
や
な
志
賀
の
唐
崎
ふ
も
と
な
る
な
か
ら
の
山
の
春
の
け

し
き
を

と
あ
る
歌
を
、
茶
入
の
景
色
に
引
き
く
ら
べ
て
、
小
堀
遠
州
の
命
名

せ
し
も
の
な
り

〈
金
華
山
之
部
生
海
鼠
手
〉

〇
妹
背
山

挽
家
蓋
に
「
妹
背
山
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆
と
記
す
。
銘
の
由
来
と

し
て
、
松
平
乗
邑
筆
の
添
書
付
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

（
前
略
）
小
堀
遠
江
守
銘
付
た
る
に
も
無
音
と
云
茶
入
あ
り
豊
後
守

家
に
有
之
又
黄
薬
に
て
道
得
と
い
ふ
茶
入
松
平
伊
賀
守
に
有
之
何
も

手
筋
す
く
な
し
こ
の
茶
入
は
道
得
と
云
茶
入
の
手
也
見
所
多
き
故
古

歌
を
取
て
み
れ
と
も
あ
か
ぬ
と
云
也

ま
た
外
箱
胴
に
「
浅
緑
か
す
ミ
わ
た
れ
る
た
へ
ま
よ
り
見
れ
と
も
あ
か
ぬ

い
も
せ
山
か
な
」
と
書
付
あ
り
、
小
堀
権
十
郎
筆
と
記
す
。

〈
金
華
山
之
部
広
沢
手
〉

〇
広
沢　

中
興
名
物

内
箱
蓋
表
に
「
廣
沢
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆
と
記
す
。
銘
の
由
来
に

つ
い
て
、『
茶
器
名
物
図
彙
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

是
ハ
松
平
備
前
所
持
に
て
遠
州
公
へ
見
せ
給
ふ
殊
之
外
賞
美
せ
ら
れ

か
程
の
茶
入
を
今
迄
見
さ
る
事
よ
と
て
古
歌
を
引
き
て
広
沢
と
号
ら

る
広
沢
の
池
の
面
に
も
身
を
な
し
て
見
る
人
も
な
き
秋
の
夜
の
月

〇
春
雨　

中
興
名
物

挽
家
蓋
に
「
春
雨
」、
内
箱
蓋
表
に
「
春
雨
」、
蓋
裏
に
「
ひ
ろ
さ
は
の

池
の
つ
ゝ
み
の
柳
か
け
み
と
り
も
ふ
か
く
は
る
さ
め
そ
ふ
る
」
と
書
付
あ

り
、
遠
州
筆
と
記
す
。
銘
の
由
来
に
つ
い
て
、『
大
正
名
器
鑑
』
は
次
の

よ
う
に
記
す
。

茶
入
の
置
形
春
雨
に
濡
れ
て
緣
の
色
深
き
柳
に
似
た
れ
ば
、
風
雅
集

春
の
歌
の
中
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
納
言
為
家

廣
沢
の
池
の
堤
の
柳
か
け
み
と
り
も
深
く
春
雨
そ
降
る

の
歌
意
に
由
り
て
、
小
堀
遠
州
の
命
名
な
り
。

〈
金
華
山
之
部
眞
如
堂
手
〉
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〇
鏡
河　

中
興
名
物

内
箱
蓋
表
に
「
鏡
河
」、
蓋
裏
に
「
か
ゝ
み
河
か
け
見
る
月
に
そ
こ
す

ミ
て
志
つ
む
雲
井
の
は
つ
か
し
き
か
な
」と
書
付
あ
り
。『
茶
器
名
物
図
彙
』

は
遠
州
筆
と
記
す
。

〇
鏡
山　

中
興
名
物

内
箱
蓋
表
に
「
鏡
山
」、
蓋
裏
に
「
立
帰
又
こ
そ
見
つ
れ
鏡
山
つ
れ
な

き
老
の
か
け
を
う
つ
し
て
」
と
書
付
あ
り
。『
茶
器
名
物
図
彙
』
は
遠
州

筆
と
記
す
。

〇
玉
柳　

内
箱
蓋
表
に
「
玉
柳
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆
と
記
す
。
銘
の
由
来
に

つ
い
て
、『
大
正
名
器
鑑
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

「
朝
み
と
り
露
置
き
み
た
る
春
雨
に
し
た
さ
へ
光
る
玉
柳
か
な
」
の

歌
意
に
由
り
て
名
つ
く
。

　

〈
金
華
山
之
部
盤
余
野
手
〉

〇
盤
余
野

内
箱
蓋
表
に
「
盤
余
野
」、
蓋
裏
に
「
は
き
か
花
た
れ
に
見
せ
む
う
つ

ら
な
く
い
は
れ
の
野
へ
の
秋
の
夕
く
れ
」
と
書
付
あ
り
、遠
州
筆
と
記
す
。

銘
の
由
来
に
つ
い
て
、『
茶
器
名
物
図
彙
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

是
ハ
出
来
も
よ
く
う
る
ハ
し
き
な
れ
と
も
す
こ
し
淋
し
き
風
情
あ
り

て
南
と
な
く
し
つ
ほ
り
と
見
ゆ
る
に
よ
り
は
き
か
花
た
れ
に
か
見
せ

ん
う
つ
ら
鳴
い
は
れ
の
野
へ
の
秋
の
夕
暮
此
歌
に
よ
り
銘
と
せ
ら
る

〈
金
華
山
之
部
二
見
手
〉

〇
二
見　

中
興
名
物

挽
家
胴
に
「
弐
見
」、
内
箱
蓋
表
に
「
弐
見
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆

と
記
す
。
銘
の
由
来
に
つ
い
て
、『
名
物
目
利
聞
書
』は
次
の
よ
う
に
記
す
。

此
茶
入
赤
柿
色
に
と
り
金
気
有
之
石
は
せ
紫
土
本
糸
か
た
の
廻
り
に

も
金
気
立
す
そ
に
も
一
筋
有
之
見
事
玉
の
如
し

玉
く
し
け
二
見
か
浦
の
貝
し
け
み
ま
き
ゑ
に
見
ゆ
る
松
の
む
ら
立

〈
金
華
山
之
部
藤
浪
手
〉

〇
藤
浪

挽
家
蓋
に
「
藤
浪
」、
内
箱
蓋
表
に
「
藤
浪
」、
蓋
裏
に
「
延
喜
御
製
か

く
て
こ
そ
み
ま
く
ほ
し
け
れ
万
代
を
か
け
て
匂
へ
る
藤
浪
の
花
」と
記
す
。

『
茶
器
名
物
図
彙
』
に
遠
州
筆
と
あ
り
、
銘
の
由
来
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
記
す
。

是
ハ
橋
姫
手
の
如
く
惣
体
麗
し
く
黄
薬
等
あ
り
て
珍
敷
出
来
也
遠
州
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公
時
代
安
藤
対
馬
守
所
持
に
て
藤
原
氏
な
る
故
延
喜
之
御
製
を
以
て

祝
し
藤
浪
と
号
ら
る
か
く
て
こ
そ
み
ま
く
ほ
し
け
れ
万
代
を
う
け
て

忍
へ
る
藤
浪
の
花

『
大
正
名
器
鑑
』
第
五
編
上

〈
破
風
窯
之
部
翁
手
〉

〇
増
鏡　

中
興
名
物

挽
家
蓋
に
「
増
鏡
」、
胴
に
「
ま
す
か
ゝ
み
そ
こ
な
る
か
け
に
む
か
ひ

ゐ
て
ミ
る
と
き
に
こ
そ
し
ら
ぬ
翁
に
あ
る
心
地
す
れ
」、内
箱
蓋
表
に
「
増

鏡
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆
と
記
す
。
銘
の
由
来
に
つ
い
て
、『
茶
器
名

物
図
彙
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

是
ハ
翁
手
と
い
ひ
て
右
の
翁
に
つ
い
て
の
出
来
な
り
依
之
ま
す
か
ゝ

ミ
底
な
る
影
に
む
か
ひ
て
ハ
し
ら
ぬ
翁
に
あ
ふ
心
地
す
れ
と
い
ふ
古

歌
に
よ
り
増
鏡
と
号
く
古
翁
手
ハ
世
に
多
き
も
の
な
れ
と
も
此
ま
す

鏡
類
す
も
又
稀
な
り

〈
破
風
窯
之
部
渋
紙
手
〉

〇
筧　

中
興
名
物

挽
家
蓋
に
「
筧
」、
内
箱
蓋
表
に
「
筧
」、
蓋
裏
に
「
住
は
又
す
ま
れ
こ

そ
せ
め
山
里
の
か
け
ひ
の
水
の
あ
る
に
ま
か
せ
て
」
と
書
付
あ
り
。『
茶

器
名
物
図
彙
』
は
遠
州
筆
と
記
す
。

〈
破
風
窯
之
部
皆
の
川
手
〉

〇
み
な
の
川　

中
興
名
物

挽
家
蓋
に
「
み
な
の
河
」、
内
箱
蓋
表
に
「
み
な
の
河
」
と
書
付
あ
り
。

ま
た
遠
州
筆
の
添
掛
物
色
紙
に
「
ゆ
く
は
る
の
な
か
れ
て
は
や
き
み
な
の

河
か
す
み
の
ふ
ち
に
く
も
る
月
か
け
」
と
あ
る
。『
茶
器
名
物
図
彙
』
は

遠
州
筆
と
記
す
。

〈
破
風
窯
之
部
音
羽
手
〉

〇
音
羽
山　

中
興
名
物

挽
家
蓋
に
「
音
羽
山
」
と
書
付
あ
り
。
ま
た
添
掛
物
短
冊
に
「
音
羽
山

音
羽
山
を
と
に
き
ゝ
つ
ゝ
相
坂
の
関
の
こ
な
た
に
年
を
ふ
る
か
な
」
と
あ

り
、い
ず
れ
も
遠
州
筆
と
記
す
。
銘
の
由
来
に
つ
い
て
、『
茶
器
名
物
図
彙
』

は
次
の
よ
う
に
記
す
。

是
ハ
遠
州
公
此
茶
入
か
ね
て
聞
給
ひ
其
後
伏
見
に
て
求
ら
る
音
羽
山

音
に
き
ゝ
つ
ゝ
逢
坂
の
関
の
こ
な
た
に
年
も
ふ
る
か
な
此
歌
の
心
を

以
テ
音
羽
山
と
号
け
ら
る
此
手
を
音
羽
手
と
い
ふ

〈
破
風
窯
之
部
正
木
手
〉
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〇
正
木　

中
興
名
物

挽
家
蓋
に
「
正
木
」、
内
箱
蓋
表
に
「
正
木
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆

と
記
す
。
銘
の
由
来
に
つ
い
て
、『
大
正
名
器
鑑
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

案
ず
る
に
、
正
木
は
正
木
の
蔓
と
い
ひ
、
冬
に
い
た
り
て
紅
葉
す
る

も
の
な
り
、
此
茶
入
の
片
身
替
り
正
木
の
葉
の
霜
に
飽
き
て
、
将
に

黄
葉
紅
葉
に
変
ぜ
ん
と
す
る
景
色
に
似
た
れ
ば
、
古
今
集
の
「
深
山

に
は
霞
降
る
ら
し
外
山
な
る
正
木
の
か
つ
ら
色
つ
き
に
け
り
」
又
は

新
古
今
集
の
「
神
無
月
時
雨
降
る
ら
し
佐
保
山
の
正
木
の
か
つ
ら
色

ま
さ
り
ゆ
く
」
な
ど
の
歌
意
に
由
り
て
、
斯
く
名
づ
け
た
る
物
な
る

べ
し
。

〈
破
風
窯
之
部
玉
川
手
〉

〇
玉
川　

中
興
名
物

挽
家
胴
に
「
玉
川
」
と
書
付
あ
り
。
ま
た
添
掛
物
色
紙
に
「
玉
川　

い

ま
そ
み
る
の
ち
の
玉
川
た
つ
ね
き
て
い
ろ
な
る
浪
の
秋
の
ゆ
ふ
く
れ
」
と

あ
り
、
い
ず
れ
も
遠
州
筆
と
記
す
。
銘
の
由
来
に
つ
い
て
、『
茶
器
名
物

図
彙
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

是
も
遠
州
公
所
持
に
て
此
茶
入
作
薬
も
う
る
ハ
し
な
か
ら
お
と
な
し

く
し
つ
と
り
と
淋
し
き
所
も
あ
る
ゆ
へ
い
ま
そ
し
る
野
路
の
玉
川
た

つ
ね
来
て
い
ろ
な
る
浪
に
秋
の
夕
暮
此
う
た
の
心
を
以
て
玉
川
と
号

ケ
給
ふ
此
手
を
玉
川
手
と
い
ふ

〈
破
風
窯
之
部
市
場
手
〉

〇
忘
水　

中
興
名
物

挽
家
蓋
に
「
忘
水
」、
内
箱
蓋
表
に
「
忘
水
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆

と
記
す
。
銘
の
由
来
に
つ
い
て
、『
大
正
名
器
鑑
』
は
「
皆
の
川
手
忘
水

名
称
の
条
に
詳
な
り
」
と
、
皆
の
川
手
忘
水
と
同
一
の
由
来
で
あ
る
と
記

す
。
皆
の
川
手
忘
水
の
「
名
称
」
項
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
お
り
、

こ
ち
ら
の
茶
入
は
阿
部
豊
後
守
正
武
に
よ
る
命
銘
で
あ
る
と
確
認
で
き

る
。

風
雅
集
戀
歌
の
部
に

従
三
位
頼
政
絶
え
て
久
し
く
な
り
に
け
る
女
、
又
語
ら
ひ
け
る
人

に
志
ら
れ
て
後
、
逢
ひ
侍
り
て
申
し
遣
し
け
る
。　

讀
人
し
ら
ず

　
　

�

す
む
と
し
も
な
く
て
た
え
に
し
忘
水
何
故
さ
て
も
思
ひ
出
て

け
む

と
あ
る
に
対
し
て

　
　

�

人
も
み
な
む
す
ふ
身
な
れ
と
忘
水
我
の
み
あ
か
ぬ
心
地
こ
そ

す
れ

と
頼
政
が
返
歌
の
意
に
因
り
て
、
阿
部
豊
後
守
正
武
の
命
名
せ
し

者
な
り
。
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〇
卯
花

挽
家
蓋
に
「
卯
花
」、
内
箱
蓋
表
に
「
瀬
戸　

肩
衝
」、
蓋
裏
に
「
う
の

花
の
さ
か
り
な
ら
す
ハ
山
賤
の
か
き
ね
に
誰
か
心
と
め
ま
し
」
と
書
付
あ

り
、
遠
州
筆
と
記
す
。

〈
後
窯
之
部
利
休
窯
〉

〇
谷
川　

中
興
名
物

内
箱
蓋
表
に
「
谷
川
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆
と
記
す
。
銘
の
由
来
に

つ
い
て
、『
銘
物
記
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

谷
川　

宗
甫
銘
ニ
て
則
御
所
持
也
此
茶
入
世
に
利
休
と
い
ふ
も
の
本

家
也
利
休
時
代
ニ
好
給
ひ
し
物
と
見
へ
た
り

な
か
れ
て
は
う
き
世
に
出
と
き
く
な
れ
は
か
げ
も
と
め
ま
し
谷
川

の
ミ
ず

　
　

此
に
て
名
つ
け
給
ひ
し
と
な
ん

〈
後
窯
之
部
織
部
焼
〉

〇
澪
標　

中
興
名
物

挽
家
蓋
に
「
身
を
つ
く
し
」、
胴
に
「
身
を
つ
く
し
こ
ふ
る
し
る
し
に

こ
ゝ
ま
て
も
め
く
り
あ
ひ
け
る
え
に
ハ
ふ
か
し
な
」、内
箱
蓋
表
に「
澪
標
」

と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆
と
記
す
。
ま
た
『
銘
物
記
』
に
は
「
宗
甫
名
身
を

つ
く
し
」
と
あ
る
。

〈
後
窯
之
部
正
意
〉

〇
岡
邊　

中
興
名
物

内
箱
蓋
表
に
「
岡
邊
」、
蓋
裏
に
「
枩
た
て
る
を
か
へ
に
む
か
ふ
達
磨

と
の
く
れ
ゆ
く
そ
ら
を
あ
ハ
れ
と
も
み
よ
」
と
書
付
あ
り
。『
茶
器
名
物

図
彙
』
は
遠
州
筆
と
記
す
。

〈
後
窯
之
部
萬
右
衛
門　

落
穂
手
〉

〇
田
面　

中
興
名
物

挽
家
蓋
に
「
田
つ
ら
」、
内
箱
蓋
表
に
「
田
つ
ら
」
と
書
付
あ
り
。
ま

た
添
掛
物
色
紙
に
「
う
ち
わ
ひ
て
お
ち
ほ
ひ
ろ
ふ
と
き
か
ま
せ
は
我
も
田

つ
ら
に
ゆ
か
ま
し
も
の
を
」
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
遠
州
筆
と
記
す
。
銘
の

由
来
に
つ
い
て
、『
本
朝
陶
器
考
証
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

天
王
寺
屋
慶
子
私
所
持
の
茶
入
、
是
（
筆
者
注
：
萬
右
衛
門
作
の
茶

入
落
穂
）に
似
た
る
や
う
申
た
れ
は
取
ら
せ
見
せ
ら
れ
よ
と
有
し
故
、

慶
子
即
ち
と
り
よ
せ
遠
州
公
に
見
せ
た
れ
ば
、
是
同
や
う
萬
右
衛
門

の
作
な
り
、
随
分
大
切
に
い
た
さ
れ
よ
と
あ
り
た
れ
ば
慶
子
何
と
か

銘
を
願
ひ
た
れ
は
田
面
と
名
付
給
ふ
、
慶
子
長
く
家
に
傅
へ
し
と
云

な
お
銘
の
由
来
と
な
っ
た
茶
入
落
穂
は
『
大
正
名
器
鑑
』
編
纂
時
点
で
所
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在
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
遠
州
・
江
月
和
尚
両
筆
に
よ
る
書
付
の
添
掛
物

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
来
落
穂
に
添
っ
て
い
た
も
の
と
さ
れ
る
。
以
下
に

引
用
す
る
。落

穂

う
ち
わ
ひ
て
お
ち
ほ
ひ
ろ
ふ
と
き
か
ま
せ
は
我
も

田
つ
ら
に
ゆ
か
ま
し
も
の
を

小
壺
一
覧
候
さ
る
所
に
て

ひ
ろ
ひ
出
し
給
へ
る
よ
し

こ
と
に
わ
ひ
た
る
躰
に
ま
か
せ

落
穂
と
も
可
被
申
候

昌
俊
老　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
甫
（
花
押
）

　
　
　
　
　

龝
風
一
降
来　印

（
江
月
）

〇
鳥
羽
田　

中
興
名
物

挽
家
胴
に
「
鳥
羽
田
」、
内
箱
蓋
表
に
「
鳥
羽
田
」、
蓋
裏
に
「
友
雀
ひ

き
ゐ
て
を
り
ぬ
山
城
の
鳥
羽
田
の
面
に
落
ほ
ひ
ろ
ふ
と
」
と
書
付
あ
り
、

遠
州
筆
と
記
す
。

『
大
正
名
器
鑑
』
第
五
編
下

〈
国
焼
之
部
唐
津
〉

○
思
河　

中
興
名
物

内
箱
蓋
表
に
「
思
河
」、
蓋
表
に
「
お
も
ひ
川
ま
れ
な
る
中
に
な
か
る

な
り
こ
れ
に
も
わ
た
せ
鵲
の
橋
」
と
書
付
あ
り
、『
茶
器
名
物
図
彙
』
は

遠
州
筆
と
記
す
。

〈
国
焼
之
部
備
前
〉

〇
鏡
山　

中
興
名
物

内
箱
蓋
表
に
「
鏡
山
」、
胴
に
「
立
帰
又
こ
そ
見
つ
れ
鏡
山
つ
れ
な
き

老
の
か
け
を
う
つ
し
て
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆
と
記
す
。
銘
の
由
来
に

つ
い
て
、
月
桂
筆
の
添
巻
物
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

小
川
の
道
閑
、
予
に
語
つ
て
曰
く
、
或
時
小
堀
氏
宗
甫
居
士
を
伏
見

邑
に
問
ひ
奉
り
し
に
、
折
か
ら
居
士
の
備
前
の
國
よ
り
陶
工
師
を
招

て
、
小
壺
の
形
を
作
ら
し
む
、
閑
も
又
自
ら
一
壺
を
形
し
て
我
名
を

底
に
顕
し
、
数
々
の
調
度
の
う
ち
に
ま
じ
へ
、
備
州
へ
や
り
ぬ
。
其

後
居
士
好
め
る
物
皆
就
り
て
伏
見
へ
来
る
に
、
彼
の
閑
の
造
れ
る
は

失
て
見
へ
ず
、
嗚
呼
い
か
な
る
事
に
や
と
、
ひ
た
す
ら
惜
ま
る
ゝ
所

に
、
年
歴
て
東
山
の
辺
を
遊
行
、
商
屋
の
門
に
小
壺
見
え
た
り
、
其

形
極
て
勝
れ
り
と
ば
か
り
見
て
た
ち
去
り
ぬ
、
暫
し
て
立
帰
、
手
に

触
け
れ
ば
、
昔
我
が
伏
見
に
て
所
作
の
物
な
り
、
終
に
求
め
も
て
ゆ
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き
、
宗
甫
居
士
の
笑
覧
に
そ
な
へ
し
也
。
居
士
戯
の
余
り
に
、
鏡
山

と
な
つ
く
と
な
ん
。
紫
山
七
十
余
の
老
翁
、夢
中
に
夢
を
説
な
ら
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
桂
（
花
押
）

〈
国
焼
之
部
高
取
〉

○
染
川　

中
興
名
物

○
秋
の
夜　

中
興
名
物

高
取
茶
入
染
川
と
秋
の
夜
は
一
つ
の
箱
に
収
め
ら
れ
る
。
内
箱
蓋
表
に

「
そ
め
河　

秋
の
夜
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆
と
記
す
。
こ
の
二
つ
の
茶

入
は
、
黒
田
忠
之
が
遠
州
に
命
銘
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
。
染
川
の
銘

の
由
来
に
つ
い
て
、
遠
州
筆
の
添
巻
物
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

む
か
し
お
と
こ
つ
く
し
ま
て
い
き
た
り
け
る
に

こ
れ
ハ
い
ろ
こ
の
む
と
い
ふ
し
き
も
の
と
す

た
れ
の
う
ち
な
る
人
の
い
ひ
け
る
を
き
ゝ
て

染
川
を
ワ
た
ら
む
人
の
い
か
て
か
は

い
ろ
に
な
る
て
ふ
こ
と
の
な
か
ら
む

伊
勢
物
語
に
か
く
の
こ
と
く
御
座
候
御
国
之

名
所
に
存
候
間
如
比
候
此
ち
や
入
を
見
る

人
色
に
し
ま
ぬ
事
ハ
あ
る
ま
し
き
と

い
ふ
心
也

右
の
哥
の
返
し

名
に
し
お
は
ゝ
あ
た
そ
あ
る
へ
き
た
は
れ
し
ま

な
ミ
の
ぬ
れ
き
ぬ
き
る
と
い
ふ
な
る

茶
入
の
い
ま
た
出
来
ぬ
さ
き
よ
り
な
を
つ
け
て

記
を
御
書
候
へ
と
和
尚
へ
御
所
望
ハ
あ
た
な
る
事
也

た
は
れ
し
ま
な
る
へ
し

　
　
　
　

他
見
御
無
用
に
候

　
　
　

右
衛
門
佐
殿　

旨

ま
た
秋
の
夜
の
銘
の
由
来
に
つ
い
て
、『
大
正
名
器
鑑
』
は
次
の
よ
う
に

記
す
。秋

の
夜
は
、
伊
勢
物
語
に

　
　

�

秋
の
夜
の
千
代
を
一
夜
に
な
そ
ら
へ
て
八
千
代
し
寝
は
や
飽
く

時
の
あ
ら
む

と
い
へ
る
歌
意
に
因
り
て
名
つ
け
た
る
に
て
、
江
月
和
尚
の
秋
夜
記

中
の
文
に
、
千
箇
之
内
選
得
一
箇
之
義
分
明
也
と
あ
り
、

〇
玉
柳　

内
箱
蓋
表
に
「
玉
柳
」、
蓋
裏
に
「
た
ま
や
な
き
匂
ふ
と
も
な
き
枝
な

れ
と
み
と
り
の
い
ろ
の
な
つ
か
し
き
か
な
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆
と
記

す
。
銘
の
由
来
に
つ
い
て
、『
大
正
名
器
鑑
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。
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玉
葉
和
歌
集
春
歌
上
、加
茂
の
社
に
よ
み
て
奉
り
け
る
百
首
の
歌
に
、

柳
た
ま
柳
に
ほ
ふ
と
も
な
き
枝
な
れ
と
み
と
り
の
色
の
な
つ
か
し
き

か
な

　
　

の
歌
意
に
由
り
て
名
つ
く

〈
国
焼
之
部
丹
波
〉

〇
柴
の
戸

内
箱
蓋
裏
に
「
柴
戸
」、
蓋
裏
に
「
柴
之
戸
に
ゆ
ふ
日
の
か
け
の
さ
し

な
か
ら
い
か
に
し
く
る
ゝ
山
邊
な
る
ら
む
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆
と
記

す
。
銘
の
由
来
に
つ
い
て
、『
大
正
名
器
鑑
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

新
古
今
集
冬
歌
清
輔
朝
臣

　

柴
の
戸
に
入
日
の
影
は
さ
し
な
か
ら
い
か
に
し
く
る
ゝ
山
邊
な
る

ら
む

の
歌
意
に
由
り
て
名
つ
く
、
遠
州
箱
書
付
に
は
「
入
日
の
影
は
」
を

「
ゆ
ふ
日
の
か
け
の
」
と
成
せ
り

〇
山
桜

挽
家
蓋
に
「
山
櫻
」、
胴
に
「
さ
く
と
き
ハ
も
の
ゝ
か
す
に
ハ
あ
ら
ね

と
も
ち
る
に
ハ
も
れ
ぬ
山
櫻
か
な
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆
と
記
す
。
銘

の
由
来
に
つ
い
て
、『
大
正
名
器
鑑
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

挽
家
胴
に
小
堀
遠
州
筆
と
お
ぼ
し
く
、

　

咲
く
時
は
物
の
数
に
は
あ
ら
ね
と
も
散
る
に
は
も
れ
ぬ
山
櫻
か
な

の
歌
あ
り
、
即
ち
此
茶
入
の
銘
の
出
所
な
る
べ
し
。

〈
追
加
之
部
古
瀬
戸
尻
膨
〉

○
破
被　

中
興
名
物

内
箱
に「
ヤ
フ
レ
フ
ス
マ
茶
入
」と
書
付
あ
り
。『
大
正
名
器
鑑
』は「
古

来
筆
者
不
知
と
あ
れ
ど
、
此
茶
入
の
所
持
者
長
闇
堂
久
保
権
太
夫
の
筆
な

る
べ
し
」
と
記
す
。
銘
の
由
来
と
し
て
、
添
書
物
に
遠
州
筆
で
「
む
ら
さ

き
や
あ
け
の
衣
も
う
ら
め
し
く
や
ふ
れ
ふ
す
ま
に
ま
つ
か
せ
の
を
と
」
と

あ
る
。
こ
の
和
歌
は
『
大
正
名
器
鑑
』
に
よ
る
と
「
江
月
和
尚
の
師
叔
仙

嶽
禅
師
の
閑
居
雑
詠
」
と
い
う
。

〈
追
加
之
部
古
瀬
戸
肩
衝
〉

〇
朝
寝
髪

挽
家
蓋
に
「
朝
寝
髪
」、
内
箱
蓋
表
に
「
古
瀬
戸　

朝
寝
髪
」、
蓋
裏
に

「
あ
さ
寝
か
み
我
は
け
つ
ら
し
う
つ
く
し
き
人
の
手
ま
く
ら
ふ
れ
て
し
も

の
を
」
と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆
と
記
す
。
銘
の
由
来
に
つ
い
て
、『
大
正

名
器
鑑
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。
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万
葉
集
第
十
一
柿
本
人
麿
の

　
　

朝
宿
髪 

吾
者
不
梳 

愛 

君
之
手
枕 

觸
義
之
鬼
尾

と
あ
る
歌
意
を
、
茶
入
の
置
形
黒
髪
の
乱
れ
ら
る
が
如
き
景
色
に
思

ひ
寄
せ
て
、
小
堀
遠
州
の
命
名
な
り
。

〈
追
加
之
部
大
瓶
手
〉

〇
御
裳
濯
川

挽
家
蓋
に
「
み
も
す
そ
川
」、
胴
に
「
立
か
へ
り
又
も
み
ま
く
の
ほ
し

き
か
な
み
も
す
そ
川
の
瀬
々
の
白
浪
」、
内
箱
蓋
表
に
「
み
も
す
そ
川
」

と
書
付
あ
り
、
遠
州
筆
と
記
す
。

〈
追
加
之
部
飛
鳥
川
手
〉

○
雲
井　

中
興
名
物

挽
家
蓋
に
「
雲
井
」
と
書
付
あ
り
、
小
堀
備
中
守
宗
慶
筆
と
記
す
。
ま

た
内
箱
蓋
表
に
「
雲
井
」
と
書
付
あ
り
、
曲
直
瀬
道
三
筆
と
記
す
。
小
短

冊
に
「
雲
井　

い
は
ね
と
も
わ
か
か
き
り
な
き
心
を
ハ
雲
井
に
と
を
き
人

も
し
ら
な
む
」
と
あ
り
、
遠
州
筆
と
記
す
。

〔
注
〕

（
1
）　
『
大
正
名
器
鑑
』
は
、
箒
庵
が
編
纂
し
た
「
大
正
時
代
に
調
査
し

た
る
名
器
の
図
録
」
で
あ
る
。
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
か
ら
昭
和
元

年
（
一
九
二
六
）
に
か
け
て
九
編
十
一
冊
が
刊
行
さ
れ
、
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
に
索
引
が
加
わ
り
完
結
し
た
。
初
版
刊
行
か
ら
約
十
年

後
の
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
は
普
及
版
と
し
て
、宝
雲
舎
版
『
大

正
名
器
鑑
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
普
及
版
の
冒
頭
に
記
さ
れ
た

箒
庵
の
記
述
「
普
及
版
刊
行
に
際
し
て
希
望
を
宣
ぶ
」
に
よ
る
と
、
初

版
の
『
大
正
名
器
鑑
』
は
「
芸
術
的
趣
味
的
見
地
よ
り
、
印
刷
製
本
等

に
最
善
美
を
期
し
た
の
で
、
価
格
が
高
く
、
部
数
が
少
く
、
出
版
直
後

よ
り
己
に
絶
本
と
為
り
て
、
広
く
世
間
に
流
布
す
る
事
を
得
ざ
り
し
」

も
の
で
あ
っ
た
。

　
　

な
お
『
大
正
名
器
鑑
』
は
、
第
一
編
か
ら
第
五
編
に
「
茶
入
之
部
」、

第
六
編
か
ら
第
九
編
に
「
茶
碗
之
部
」
を
掲
載
す
る
。
収
録
さ
れ
た
茶

道
具
は
茶
入
四
三
六
点
、
茶
碗
四
三
九
点
の
計
八
七
五
点
で
あ
り
、
所

持
者
の
数
は
一
五
五
人
に
の
ぼ
る
。
以
下
は
『
大
正
名
器
鑑
』
全
九
編

の
目
次
と
、
掲
載
さ
れ
る
茶
道
具
の
点
数
で
あ
る
。

　
【
茶
入
之
部
】

　

第
一
編　
　

漢
作
唐
物
・
肩
衝
五
三
点
、
茄
子
十
七
点

　

第
二
編　
　

漢
作
唐
物
・
文
琳
二
五
点
、
瓢
箪
三
点
、
丸
壺
十
三
点
、

大
海
六
点
、
鶴
首
及
鶴
子
七
点
、
雑
十
六
点
、
島
物
三
点
、

追
加
肩
衝
一
点
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第
三
編　
　

古
瀬
戸
之
部
・
肩
衝
四
五
点
、
文
琳
三
点
、
丸
壺
一
点
、

尻
膨
一
点
、柿
一
点
、胴
高
一
点
、耳
付
一
点
、芋
子
四
点
、

大
海
七
点　

春
慶
之
部
・
朝
日
四
点
、
文
琳
一
点
、
瓢
箪

五
点
、
雑
八
点

第
四
編
上　

真
中
古
之
部
・
野
田
手
六
点
、
橋
姫
手
三
点
、
思
河
手
二

点
、
大
瓶
手
三
点
、
大
覚
寺
手
四
点
、
面
取
手
六
点
、
小

川
手
四
点
、
藤
四
郎
四
点
、
柳
藤
四
郎
三
点
、
糸
目
藤
四

郎
一
点
、
虫
咀
藤
四
郎
一
点　

藤
四
郎
春
慶
部
・
雪
柳
手

一
点
、
塞
手
三
点
、
〆
切
一
点
、
瓢
箪
二
点
、
後
春
慶
之

部
・
正
信
二
点

第
四
編
下　

金
華
山
之
部
・
飛
鳥
川
手
五
点
、
玉
柏
手
八
点
、
瀧
浪
手

七
点
、
生
海
鼠
手
八
点
、
大
津
手
四
点
、
横
沢
手
四
点
、

真
如
堂
手
八
点
、
盤
余
野
手
一
点
、
二
見
手
二
点
、
藤
浪

手
一
点
、
天
目
手
一
点

第
五
編
上　

破
風
窯
之
部
・
翁
手
二
点
、
凢
手
四
点
、
口
広
手
五
点
、

渋
紙
手
七
点
、
皆
の
川
手
三
点
、
音
羽
手
二
点
、
正
木
手

二
点
、
橋
立
手
一
点
、
玉
川
手
一
点
、
米
市
手
五
点
、
市

場
手
四
点
後
窯
之
部
・
利
休
窯
五
点
、
織
部
窯
四
点
、
正

意
五
点
、
萬
右
衛
門
四
点
、
新
兵
衛
八
点
、
宗
伯
一
点
、

吉
兵
衛
一
点
、
茂
右
衛
門
一
点
、
源
十
郎
一
点
、
鳴
海
窯

一
点

第
五
編
下　

国
焼
之
部
・
唐
津
二
点
、
祖
母
懐
二
点
、
備
前
五
点
、
伊

部
二
点
、
薩
摩
八
点
、
高
取
九
点
、
膳
所
二
点
、
丹
波
六

点
、
信
楽
一
点
、
志
戸
呂
一
点
、
追
加
之
部
十
点

【
茶
碗
之
部
】

第
六
編　
　

天
目
之
部
・
曜
変
六
点
、
油
滴
五
点
、
建
盞
五
点
、
灰
被

十
点
、
玳
皮
盞
十
一
点
、

雑
天
目
十
一
点　

青
磁
之
部
四
点　

割
高
台
茶
碗
九
点
、
人
形
手
之
部

五
点
、
雲
鶴
、
狂
言
袴
之
部
十
点
、
熊
川
之
部
六
点
、
玉

子
手
之
部
八
点
、
雨
漏
堅
手
之
部
八
点
、
御
所
丸
之
部
十

点

第
七
編　
　

井
戸
之
部
・
名
物
手
二
六
点
、
古
井
戸
十
七
点
、
小
貫
乳

四
点
、
青
井
戸
二
四
点
、
井
戸
脇
四
点
、
呉
器
之
部
十
一

点
、
魚
屋
之
部
十
二
点
、
柿
の
蔕
之
部
七
点
、
蕎
麦
之
部

三
点
、
御
本
之
部
二
点

第
八
編　
　

伊
羅
保
之
部
十
七
点
、
粉
引
之
部
五
点
、
三
島
之
部
十
七

点
、
刷
毛
目
之
部
十
二
点
、
楚
白
之
部
二
点
、
金
海
之
部

四
点
、
高
麗
之
部
十
一
点
、
奥
高
麗
之
部
二
点
、
瀬
戸
之

部
九
点
、
伯
庵
之
部
八
点
、
元
贇
之
部
一
点
、
織
部
之
部

二
点
、志
野
之
部
六
点
、唐
津
之
部
五
点
、薩
摩
之
部
二
点
、



58

丹
波
之
部
一
点
、
高
取
之
部
一
点
、
萩
之
部
三
点
、
朝
日

之
部
二
点
、
信
楽
之
部
二
点
、
新
兵
衛
之
部
一
点
、
伊
賀

之
部
一
点
、
大
樋
之
部
一
点
、
久
谷
之
部
一
点

第
九
編　
　

長
次
郎
之
部
三
十
点
、
尼
焼
二
点
、
常
慶
之
部
一
点
、
ノ

ン
カ
ウ
之
部
二
四
点
、
宗
全
之
部
三
点
、
原
叟
之
部
五
点
、

光
悦
之
部
一
八
点
、
空
中
之
部
一
点
、
不
昧
之
部
二
点
、

非
默
之
部
一
点
、
鳥
子
之
部
一
点
、
赤
絵
之
部
二
点
、
染

付
之
部
五
点
、
祥
瑞
之
部
一
点
、
仁
清
之
部
九
点

（
2
）　

高
橋
義
雄
「
謝
恩
記
」（『
大
正
名
器
鑑
』
第
一
編
、
宝
雲
舎
、

一
九
三
七
年
）

（
3
）　

三
井
記
念
美
術
館
所
蔵

（
4
）　
『
大
正
名
器
鑑
』
第
一
編
「
遅
桜
肩
衝
」
項
雑
記
に
、『
徳
川
家
所

蔵
御
道
具
書
画
目
録
』
の
記
述
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

�

遅
桜
肩
衝
銘
漢
作
遅
桜
は
初
花
に
對
し
て
也
、
茶
入
東
山
義
政
公

の
時
、
初
花
よ
り
以
前
に
名
器
選
挙
な
ら
ば
、
世
上
第
一
に
唱
ふ

べ
き
を
、
初
花
第
一
と
あ
り
し
後
に
挙
げ
た
れ
ば
、
次
に
付
け
た

る
な
ら
ん
。
金
葉
集
に
「
夏
山
の
青
葉
交
り
の
遅
桜
初
花
よ
り
も

め
つ
ら
し
き
哉
」、
此
歌
意
に
て
東
山
殿
銘
ぜ
ら
れ
し
と
な
ん

（
5
）　

徳
川
記
念
財
団
所

（
6
）　

草
間
直
方
（
号
和
楽
、
一
七
五
二
～
一
八
三
一
）
の
編
著
。
序
文

に
「
文
政
十
丁
亥
と
し
初
冬
開
炉
之
辺
に
誌
之　

七
十
五
才
和
楽
」
と

あ
り
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
成
立
。
全
九
十
五
巻
。

（
7
）　

遠
州
流
茶
道
七
代
家
元
小
堀
政
方
（
号
宗
友
、
一
七
四
二
～

一
八
〇
三
）
の
編
著
。
序
文
に
「
干
時
明
和
二
年
乙
酉
中
春
七
代
之
孫

宗
友
拵
之　

七
代
目
宗
友
政
方
記
之
」と
あ
り
、明
和
二
年（
一
七
八
二
）

成
立
。
写
本
全
三
巻
。

（
8
）　

編
者
不
明
。
跋
文
に
「
寛
文
拾
貮
壬
子
年
初
春
吉
旦
」「
二
条
通

玉
屋
町
上
村
次
郎
右
衛
門
刊
行
」
と
あ
り
、寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）

刊
行
。
全
三
巻
。

（
9
）　

菊
木
嘉
保（
生
没
年
不
明
）の
編
著
。元
禄
七
年（
一
六
九
四
）成
立
、

享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
初
版
。
全
十
巻
十
三
冊
。

（
10
）　

編
者
・
成
立
年
不
明
。
写
本
一
冊
。

（
11
）　

編
者
・
成
立
年
不
明
。
写
本
一
冊
。

（
12
）　

金
森
得
水
（
一
七
八
八
～
一
八
六
五
）
著
。
跋
文
に
「
安
政
四

年
秋
八
月
」
と
あ
り
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
八
月
成
立
、
明
治

二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
三
月
に
松
雲
堂
書
店
よ
り
刊
行
。
全
六
巻
。

（
13
）　

編
者
不
明
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
写
。

�

（
ふ
じ
わ
ら　

み
ず
き
／
本
学
大
学
院
生
）


